
　
建
設
業
界
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
生
じ
た
が
れ
き
処
理
に
続
い
て
復
興
関
連

工
事
が
動
き
だ
し
、
海
外
で
も
日
本
企
業
の
活
発
な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
よ
り
繁
忙

感
を
強
め
て
い
る
。
ゼ
ネ
コ
ン
大
手
４
社

上
場

の
２
０
１
２
年
３
月
期
連
結
決

算
は
そ
ろ
っ
て
売
上
高
を
伸
ば
し
、
２
社
は
２
ケ
タ
成
長
と
な
っ
た
。
前
期
は
軒
並

み
前
年
度
比

％
超
の
減
収
だ
っ
た
だ
け
に
対
照
的
だ
。
だ
が
、
欧
州
債
務
危
機
を

背
景
と
し
た
海
外
経
済
の
減
速
、
国
内
で
の
電
力
供
給
の
制
約
な
ど
懸
念
材
料
も
あ

り
、
先
行
き
に
つ
い
て
は
不
透
明
感
を
払
拭
し
き
れ
な
い
状
況
だ
。

ふ
っ
し
ょ
く

受
注
５
年
ぶ
り
増
加
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
進
む

●
業
績
回
復
　

　
建
設
経
済
研
究
所
が
準
大

手
・
中
堅
を
含
む
主
要
建
設

会
社

社

直
近
３
年
間
に

お
け
る
連
結
売
上
高
平
均
の

上
位

を
対
象
に
ま
と
め
た

年
３
月
期

年
度

決

算
分
析
に
よ
る
と
、
単
体
の

受
注
高
合
計
は
前
年
度
比
５

・
９
％
増
の
９
兆
７
６
２
６

億
円
で
、
５
年
ぶ
り
に
増
加

し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
で
同

・
６
％
減

と
な
っ
た

年
度
の
９
兆
４

５
４
２
億
円
を
上
回
る
水
準

に
回
復
。

社
が
受
注
額
を

伸
ば
し
、
う
ち

社
が
２
ケ

タ
増
だ
っ
た
。

　
規
模
別
で
は
大
手

連
結

売
上
高
１
兆
円
超
の
５
社

が
同
７
・
９
％
増
の
５
兆
１

６
５
８
億
円
、
準
大
手

同

２
０
０
０
億
円
超
の

社

が
同
５
・
５
％
増
の
２
兆
７

８
５
６
億
円
、
中
堅

同
２

０
０
０
億
円
未
満
の

社

が
同
１
・
１
％
増
の
１
兆
８

１
１
１
億
円
。
中
堅
は

年

４
―
９
月
期
ま
で
受
注
減
だ

っ
た
が
、
下
期
で
増
加
に
転

じ
た
。
受
注
シ
ェ
ア
は
大
手

が
同
１
・
０

増
の

・
９

％
、
準
大
手
が
同
０
・
２

減
の

・
５
％
、
中
堅
が
同

０

８

減
の

６
％
で
、

受
注
競
争
激
化
に
よ
り
企
業

体
力
に
勝
る
大
手
が
徐
々
に

シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
る
。

　
受
注
高
合
計
を
土
木
と
建

築
の
分
野
別
に
見
る
と
、
官

公
需
比
率
が
高
い
土
木
は
震

災
復
旧
・
復
興
工
事
に
け
ん

引
さ
れ
同

・
２
％
増
の
２

兆
６
９
９
０
億
円
、
民
間
中

心
の
建
築
が
同
０
・
５
％
増

の
６
兆
８
４
６
０
億
円
。
土

木
は
３
年
ぶ
り
の
増
加
で
、

建
築
は
前
年
度
の
同
０
・
４

％
増
に
続
き
２
年
連
続
の
微

増
と
な
っ
た
。

　
土
木
受
注
は
大
手
が
同

・
６
％
増
の
１
兆
６
２
０
億

円
、
準
大
手
が
同

・
７
％

増
の
８
７
１
５
億
円
、
中
堅

が
同

・
８
％
増
の
７
６
５

５
億
円
。
数
百
億
円
規
模
の

が
れ
き
処
理
な
ど
震
災
復
旧

関
連
の
大
型
工
事
は
大
手
が

ス
ポ
ン
サ
ー

代
表
会
社

の
共
同
企
業
体

Ｊ
Ｖ

で

受
注
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

そ
れ
が
増
加
率
の
差
と
な
っ

て
表
れ
て
い
る
。

　
建
築
受
注
は
大
手
が
同
４

・
３
％
増
の
３
兆
９
３
６
７

億
円
、
準
大
手
が
同
３
・
１

％
減
の
１
兆
８
７
５
３
億

円
、
中
堅
が
同
６
・
１
％
減

の
１
兆
３
４
０
億
円
。
大
手

だ
け
が
建
築
受
注
を
伸
ば
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
研
究

所
は
「
発
電
所
関
連
と
海
外

で
の
受
注
、
震
災
に
端
を
発

す
る
耐
震
化
工
事
需
要
を
取

り
込
ん
だ
模
様
」
と
分
析
し

て
い
る
。
復
旧
需
要
の
一
方

で
新
規
投
資
の
凍
結
・
先
送

り
も
目
立
ち
、
準
大
手
で
は

社
の
う
ち
５
社
、
中
堅
で

は

社
の
う
ち

社
が
受
注

減
と
な
っ
た
。

●
増
収
予
想
　

　

年
３
月
期

年
度

の
受
注
高
見
通
し
に
つ
い
て

は
大
手
が
同
０
・
２
％
減
の

５
兆
１
５
７
０
億
円
、
準
大

手
が
同
０
・
３
％
増
の
２
兆

７
９
０
５
億
円
を
予
想
。
中

堅
は
非
公
表
企
業
が
あ
り
増

減
率
だ
け
で
同
６
・
１
％

増
。
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ

ど
堅
実
な
見
通
し
を
立
て
る

傾
向
は
相
変
わ
ら
ず
だ
。

　
ま
た
、

年
度
の
連
結
売

上
高
合
計
は
前
年
度
下
期
か

ら
の
受
注
回
復
に
よ
り
完
成

工
事
が
増
え
同
３
・
７
％
増

の

兆
８
３
０
５
億
円
だ
っ

た
。

―

年
度
の
２
年

間
、
２
ケ
タ
減
が
続
い
た

が
、
単
体
受
注
高
と
同
じ
く

５
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
規

模
別
で
は
大
手
が
同
５
・
１

％
増
の
６
兆
３
３
９
８
億

円
、
準
大
手
が
同
６
・
６
％

増
の
３
兆
３
６
６
７
億
円

で
、
中
堅
だ
け
が
同
４
・
３

％
減
の
２
兆
１
２
３
９
億
円

と
減
少
が
続
い
て
い
る
。

　

年
度
の
連
結
売
上
高
も

増
加
に
転
じ
た
受
注
工
事
の

進
捗
に
よ
り
２
年
連
続
で

し
ん
ち
ょ
く

伸
び
る
見
通
し
。
全
体
で
は

同
３
・
３
％
増
の

兆
２
１

５
５
億
円
で
規
模
別
に
見
る

と
、
大
手
が
同
４
・
４
％
増

の
６
兆
６
２
０
０
億
円
、
準

大
手
が
横
ば
い
の
３
兆
３
６

５
８
億
円
、
中
堅
が
同
５
・

０
％
増
の
２
兆
２
２
９
７
億

円
を
予
想
し
て
い
る
。

　
収
益
面
で
は
、

年
度
の

連
結
経
常
利
益
総
計
は
同
３

・
１
％
減
の
１
９
４
５
億
円

で
、
売
上
高
経
常
利
益
率
は

同
０
・
２

ダ
ウ
ン
し
て
１

・
６
％
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
で
市
場
が
混
乱
す
る
な

か
低
採
算
で
受
注
し
た
工
事

が
足
か
せ
と
な
り
、
売
上
総

利
益

粗
利

が
同
５
・
９

％
減
の
８
８
３
５
億
円
と
落

ち
込
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
。

為
替
差
損
は
総
計
で
約

億

円
計
上
さ
れ
て
お
り
、
前
年

度
に
比
べ
１
１
４
億
円
減
少

し
た
。

　
売
上
高
経
常
利
益
率
を
規

模
別
に
見
る
と
、
大
手
は
為

替
差
損
の
減
少
が
効
い
て
同

０
・
４

ア
ッ
プ
の
２
・
１

％
だ
っ
た
も
の
の
、
準
大
手

は
同
０
・
８

ダ
ウ
ン
の
１

・
２
％
、
中
堅
は
同
０
・
６

ダ
ウ
ン
の
０
・
９
％
。
市

場
の
縮
小
で
中
小
案
件
も
狙

っ
て
き
た
大
手
に
対
抗
し
、

身
を
削
る
消
耗
戦
を
繰
り
広

げ
た
結
果
と
い
え
そ
う
だ
。

●
海
外
伸
長
　

　
日
本
は
昨
年
、
震
災
に
続

い
て
歴
史
的
な
円
高
に
見
舞

わ
れ
た
。
円
高
は
国
内
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
半

面
、
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
を
推
し
進
め
、
ア
ジ

ア
諸
国
を
中
心
に
工
場
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。

　
海
外
建
設
協
会
が
ま
と
め

た

年
度
の
海
外
建
設
受
注

実
績
は
前
年
度
比

・
８
％

増
の
１
兆
３
５
０
３
億
円

で
、
３
年
ぶ
り
に
１
兆
円
台

を
回
復
し
た
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
強
く
受

け
た

年
度
を
底
に
２
年
連

続
で
増
加
。
国
内
製
造
業
の

海
外
生
産
シ
フ
ト
と
と
も

に
、
新
興
国
の
経
済
成
長
で

都
市
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
仕
事
も
上
向
き
だ
。

　
地
域
別
に
見
る
と
、
上
位

か
ら
ア
ジ
ア
が
同

・
７
％

増
の
９
８
６
３
億
円
、
北
米

が
同

・
６
％
増
の
１
２
４

３
億
円
、
中
東
が
同
４
・
３

倍
の
１
１
６
４
億
円
。
そ
の

他
ウ
エ
ー
ト
は
ま
だ
大
き
く

な
い
も
の
の
、
ア
フ
リ
カ
が

同

・
６
％
増
の
３
７
６
億

円
、
中
南
米
が
同
２
・
１
倍

の
３
３
８
億
円
な
ど
、
全
て

の
地
域
で
伸
び
て
い
る
。

　
国
別
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

が
同

・
５
％
減
の
２
５
２

６
億
円
、
タ
イ
が
同

・
１

％
増
の
１
１
９
８
億
円
、
ベ

ト
ナ
ム
が
同
３
・
１
倍
の
１

０
３
９
億
円
の
順
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
前
年
度
の
７

位
か
ら
ベ
ス
ト
３
に
躍
進
し

た
。
そ
の
他
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
同
２
・
２
倍
の
８
０
５

億
円
、
イ
ン
ド
が
同

・
３

％
増
の
５
４
４
億
円
な
ど
、

や
は
り
日
系
工
場
の
立
地
が

進
む
国
々
の
伸
び
が
目
立

つ
。

建設産業
安心・安全の礎を築く
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